
１　目指す学校像

２　本年度の教育目標

３　評　　価

項　目 昨年度の課題 本年度の目標 目標達成のための手だて 自　己　評　価 学校関係者評価 今後の課題

総合学科
における
コース選
択の在り
方(全日
制)

それぞれの系列につ
いて、生徒、保護者
の理解を図り、系列
選択という契機を通
じて責任意識やモチ
ベーションの高揚を
目指す。

それぞれの系列を活
かして、自己の進路
実現に向け努力する
意識の醸成を図る。

1　コース選択の意義
と目標に向けて、生
徒、保護者に丁寧な
説明を実施する。
２　生徒と関係教職
員との話し合い、相
互理解を高める。

自己の系列選択が進
路とミスマッチと答
えた生徒が３年次生
で１５%おり、より適
切な進路指導、系列
選択指導の仕組みづ
くりが必要である。

Ｂ

適切な系列選択がで
きた生徒は、充実し
た学校生活が送れて
いると評価されてい
る。 Ｂ

系列選択は、各教
科、各分掌にわたる
ものであるので、教
務部の取り組みを中
心にしながら、随
時、主幹教諭が助言
する仕組みを強化す
る。

進路指導
の充実(全
日制)

授業の充実と家庭学
習時間の確保を通じ
ての進路についての
意識の高揚。

授業に集中する学習
態度や家庭学習の定
着により学習意欲の
醸成を図り、生徒一
人一人の希望する進
路を実現する。

朝補習、放課後補習
を充実させ、上級学
校への進学希望を支
援するとともに、就
職アドバイザーによ
るきめ細かい就職指
導を行う。

国公立大学等への進
学は昨年並み。
就職面では、外部環
境も厳しかったが、
例年並みに地元企
業、公務員等に内定
している。

Ｂ

地域の学校として、
国公立大学への進学
者を増やさなければ
ならない。また、勉
強と部活動の両立を
求める声が高い。

Ｂ

日々の家庭学習への
意欲付けなどには課
題が残っている。授
業はもとより、自ら
進んで勉強する力を
高めるとともに、よ
り効果的な補習の在
り方を追求する。

目標を
持った学
校生活(定
時制)

個に応じた指導と生
活環境の美化。

単位制の良さを活か
した個に応じた定時
制教育の充実。

進路についてのモチ
ベーションを高めな
がら、それぞれの生
徒に対して、分かり
やすい授業を実施す
る。

進路意識の醸成のた
めに、講師を招き、
話をしてもらうな
ど、生徒の進路意識
の高まりに心がけ
た。
就職希望者のうち１
名が地元企業の採用
となった。

Ｂ

学校行事に参加して
いただいたOBから意
見を聴取している
が、目標を持つこと
の大切さが指摘され
ている。

Ｂ

就職の困難な現状を
少しでも打破するよ
う関係機関とさらに
連携を深める。

高い知性・豊かな人間性・強い意志・自主性

１　自主性と判断力を高めよう
２　よりよい人間関係をつくろう
３　さわやかな生活空間の創造に努力しよう
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